
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      町長、北川委員長挨拶の後、次のとおり審議した。 

      １ 平成２４年度病院事業会計収支見込決算見込みについて 

事務長、次長から概要を説明し質疑の内容は次のとおり。 

・２４年度の決算見込みは、△19,258 千円で前年比△25,289 千円であ

り、収入の減は、派遣医の減少に伴う、患者数と検査件数等の減が要

因であり、これに伴い、診療材料費等も減少している。 

・病院のランニングコスト(電気・水道等)については、ほぼ一定である

が、燃料費の高騰が経費の増となっている。 

・入院基本料の 10 対 1 は、看護師数と患者数との関係により決定し、

併せて診療報酬に関連し、病院経営と直結しているので、看護師を確

保し、10対1を維持していきたい。 

・24年度は大変厳しい決算見込みであるが、コスト削減には限界があり、

入院患者が 31 名程度(病床利用率 70％)で推移すれば、経営は安定す

ると思われる。 

      ２ ２５年度病院事業会計予算(案)について 

・    ・事務長、次長から概要を説明し質疑の内容は次のとおり。 
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内 容 



・２４年度の決算見込みの入院患者と外来患者と比較し、２５年度の予算根拠が厳し

いではないかとの指摘については、派遣医が２２年度ペースの週３日固定(２２年

度レベル)を想定し組み立てており、派遣医が想定どおりであれば可能な収入であ

る。 

・４条予算については、２４年度のＣＴとＰＡＣＳの事業完了に伴う減であり、医療

器機購入の調整交付金の事業等は継続している。 

３ その他 

 ・町立病院の手術については、外科医が１名であり手術中も術後の管理も限界があり、

また麻酔医も不在のため、限られた範囲で実施している。 

 ・検査実施後の患者への説明体制については、派遣医に多数の検査(8～10 件)を依頼

する場合があり、検査後の患者説明がおろそかにならないよう現場を指導していく。 

 ・外来の救急体制は、医師１名と看護師１名が日宿直しており、かつ医師と看護師の

待機体制が明確になっているので、救急の複数体制は可能となっている。 

  しかし、町立病院は救急の診察台が１台であり、医療機器の数や医療スタッフの体

制からも限界があるため、専門医または二次医療圏等の連携を強めていく。 

 

  


